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背景: 近年では星形成コアで既にダスト成長を示すが観測いくつかある
コアのような密度でダスト成長(coagulation)するには？

分子雲コアでparametric instabilityが起これば高密度領域が小さなスケールで形成
→ St数が上がり、ダスト濃集が起こり成長可能かも



基礎方程式（ダストをcharged gasとして扱うのがこの論文の要点？）

イオンドリフトによる摩擦力と運動方程式

これらを1Dで計算する



Parametric instabilityのパラメータ依存

アルフベン波の波長が短く、振幅が大きいと密度上昇が起こりやすい

Non-MHDだと密度上昇は収まるが
振幅を上げたり、波長が短ければ起こりうる

振幅や短波長のアルフベン波の起源として
乱流を想定
→乱流を入れた1Dの計算



Parametric instabilityで密度上昇し、
そこで磁場が曲げられ、磁気圧が上昇
Dustが相対的に濃集

Parametric 
instabilityは横波の振
幅の大きさに比例



decouple



結論: 星形成コアでも局所的にダスト濃集
が可能であり、ダスト成長できる



aminoketene (NH2CHCO), ethanolamine (NH2CH2CH2OH), glycine (NH2CH2COOH)
の生成経路としてダスト表面上でのNH3とCによるCHNH2生成を考慮
グリシンなどのCOMsは観測と同様に作れる

大質量星形成領域(Sgr B2)と
Shock領域(G0.6)で検出



グリシン

化学反応ネットワーク計算を改良

ダスト表面のNH3氷にatomic Cが降り積もる
NH3CがH trasferでCHNH2（実験で確かめられている）



Free fall model (prestellar) 温度上昇 model (星形成後)



BR:CHNH₂ と CH₂NH に対する分岐

観測と合ってない様にも見えるが、
Sputtering degree (5%)が小さすぎるのかも

星形成領域ではプロトン親和力が強いので、すぐに破壊される
(NH4

+ etc)
むしろshockによるsuptteringの方が生き延びやすい

Sgr B との比較がなかった





Accretion bust modelの候補

C18Oの擬似観測

Gasの密度を反映する訳ではない
（温度依存が強い）



速度構造に違いが現れる
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